
感染症情報 １１月２６日～１２月２日 

①感染性胃腸炎 

④みずぼうそう 

②溶連菌感染症 

③咽頭結膜熱 

⑤手足口病 

１４１９例（堺市  １１５例） 

５６２例（堺市   ６９例） 

１５８例（堺市  １１例） 

１３９例（堺市   ８例） 

１０２例（堺市  １１例） 

 

 感染症報告数は前週比２８．５％増の２，７２６件であった。 
 報告の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、咽頭結 
膜熱、みずぼうそう、同数で手足口病、RSウイルス感染症の順で
あった。 
 感染性胃腸炎は府下で前週比３８％増、堺市で前週比９８％増 
であった。溶連菌感染症が府下では前週より２５％増、堺市で前
週６４例→６９例は８％増であった。咽頭結膜熱は府下で前週比 
１５％増、堺市で１５例→１１例であった。みずぼうそうが府下で前
週比４８％増、堺市で前週１２例→８例であった。手足口病が府下
で前週より２％増、堺市では前週８例→今回１１例であった。 RSウ
イルス感染症は府下で前週より５％増、堺市で５例→６例であった。
なお、報告第８位の伝染性紅斑（りんご病）は府下で１３％増とまだ
増加中（堺市では３例）。 
 インフルエンザは府下で前週１７３例→今回３７９例であった 
（１１９％増、定点当たりの報告数は１．２）で、府として流行開始の
目安となる１．０を超え、流行期入りとされた。堺市では前週４９例
→今回６４例となった（３１％増、定点あたり２．２）。 
 麻疹の報告が府下で２例あり。風疹が府下で前週１０例→今回６
例あった（堺市は１例）。 

インフルエンザ ３７９例（堺市   ６４例） 

府下小児科１９９医療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０４医療機関（堺市２９）から 

⑤RSウイルス感染症 １０２例（堺市   ６例） 


